
 

 

 

(2)次の事項について、本剤投与開始時に患者に説明すること。ま

た、投与中も必要に応じ説明すること。 
 

・妊娠中に本剤を使用した場合、胎児・新生児に影響を及ぼす

リスクがあること。 

・妊娠が判明した又は疑われる場合は、速やかに担当医に相談

すること。 

・妊娠を計画する場合は、担当医に相談すること。 
 

＜「重大な副作用」の追記＞ 
 

1. 5-ASA 製剤メサラジン（当社１０薬局で使用） 

    中毒性表皮壊死融解症、皮膚粘膜眼症候群、 

薬剤性過敏症症候群 
 

2. 酢酸亜鉛水和物（ノベルジンⓇ 当社２１薬局で使用） 

    胃潰瘍 
 

3. 抗リウマチ薬レフルノミド（アラバⓇ 当社２薬局で使用） 

    皮膚潰瘍 
 

4. アンピシリン水和物 

    肝機能障害（定期的な肝機能検査を行う） 
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＜RA 系阻害剤の胎児への影響に関する注意喚起＞ 
 

ACE 阻害剤や ARB といったレニン-アンジオテンシン系阻害

剤は妊婦に投与しない（禁忌）よう注意喚起されているにもかか

わらず、投与中に妊娠するなど、妊娠中の暴露による胎児などへ

の影響（腎不全、頭蓋・肺・腎の形成不全、死亡等）が疑われる

症例が続いているとして、妊娠する可能性がある女性への投与

は、必要性を慎重に検討し、治療上の有益性が危険性を上回ると

判断される場合にのみ投与すること。また、投与が必要な場合に

は次の注意事項に留意することとされております。 

 

(1)本剤投与開始前に妊娠していないことを確認すること。本剤

投与中も、妊娠していないことを定期的に確認すること。投与

中に妊娠が判明した場合には、直ちに投与を中止すること。 
 

※上記については、投薬時に確認することが必要です。 

 

 

 令和５年度の認定実務実習指導薬剤師養成講習会と更新講習会が下記の通

り行われますのでお知らせします。 

 新規に実務実習指導薬剤師資格を取りたい方は、研修応募要件を確認の上お

申し込み下さい。また、指導薬剤師である方は、有効期間が６年ですので、認

定を受けた日から５年以上経過しているかをご確認の上、お申し込み下さい。 
 

【開催日】（養成講習会、更新講習会共に）令和５年７月３０日（日） 
 

【会 場】（養成講習会、更新講習会共に）岩手県薬剤師会館 研修室 
 

【申込期限】（養成講習会、更新講習会共に）令和５年 6 月 29 日（木） 

  ※養成講習会は定員を５０名とし、定員に達し次第締め切る。 

  ※養成講習会受講決定者は、フォーム記入の勤務先住所にハガキを送付。 
 

【受講料】（養成講習会、更新講習会共に） 薬剤師会会員：1000 円 
 

【申込方法】下記 URL のフォームから申し込んでください。 
 

  養成講習会  

https://forms.gle/VqDGi3BPExKtZP67 

 

 

 

更新講習会  

https://forms.gle/V9bw5xTVBkFxws5 
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